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本庁組織再編＆緊急財政対策問題
（第３弾）

財政危機なら、再編は見送るべき

その予算を県民サービスに回せ！

～県民利用施設・出先機関の見直しにあたっては、県民や現場の声を聴いて！～

本庁組織再編問題

県は議会定例会に「神奈川県局設置条例の一部を改正する条例の概要」を先月、議案として提出し、来年4月実施に向けた本庁組織再編案を示しました。

総選挙後に再開される常任委員会では、再編案の全容が具体的に示されると思われますが、再編案の作成作業は、一部の幹部や職員の間で行われており、県民や職員の意見が反映されていないことは問題です。

しかも、来年度どうしても緊急に再編をしなければならない切迫した状況にあるとは考えられません。

また、緊急財政対策により、県民サービスの低下につながる県有施設や補助金の全面見直し、職員の賃金カットもせざるを得ない状況下で、コストがかかる組織再編に県が取り組もうとしている姿勢がまったく理解できません。

組織再編には、引っ越し、看板の付け替え、資料やホームページの手直しなど、多大な労力と経費がかかります。コストには、業者から請求される額面だけでなく、当然に職員の人件費も入ることを認識しているのでしょうか？

県は財政危機！と叫ぶのであれば、貴重な税金は県民サービスのための予算に充当し、今回の組織再編は見送るというのが常識的な考え方でしょう。
～ビジョンの存在しない組織いじり～

　県政全体を見渡して、中長期的なビジョンを描きながら、どういう組織にしようかと考えるとき、そこには基本的な理念やコンセプト、戦略といったものが必

要です。トップの思いつきではなく、行政として今後の行く先を見通し、計画的に進めていくことが重要だからです。

今までの組織の何がダメで、どのように変えるとこういった効果があるといった総括がないので、どういう神奈川にしたいのか、職員さえ理解できません。

知事が替わるたびに、行政組織の基本的な枠組みを大きく変えることは、中長期的な全体的ビジョンの存在しない単なる組織いじりとしか見えません。

～全般的に復古主義～
組織再編案によると、各局に横並びの総務室が設置され、局内の管理調整をする筆頭部扱いにするようですが、また、2004年度の状態に戻すということでしょうか。

総務部を部局横断的な調整を実施しやすい体制とするため、総務部内の事業所管課を他部に移管し、さらに、部局間の連携を積極的に推進するクロス・ファンクションを担う担当課長を配置する計画のようですが、これでは、内部調整が複雑化してしまい、知事が言われる「喫緊の県政課題に、スピード感を持って取り組んでいける組織執行体制」ができるとは思えません。

また、財政部門は総務に出戻ることになっていますが、財政部門を政策に入れた目的が結局何だったのか理解できません。2007年度に逆戻り、過去の反省はどこに？

～財政危機にありながら、財政にしばられない政策が

進められるのか？～

11月30日、県議会本会議の答弁の中で知事は、「現在の体制は、同一の部局で政策調整と予算編成を並行して進めることができる反面、厳しい財政状況の中、ともすれば財政にしばられてダイナミックな政策議論が進めにくいという側面がある。今回の再編では、財政部門を政策局から総務局に移管し、政策局を政策の立案・調整に重点化して、各局と連携を図りながら、中長期的な視点に立って、私がリーダーシップを発揮していける体制とする。」と言われています。

将来的に義務的経費も捻出できなくなる財政危機に直面し、緊急財政対策で県民、市町村、関係団体、職員に大きな負担を求めていながら、知事が“財政にしばられない”ダイナミックな政策を、県民に理解を求めることなく進めることはできないはずです。
緊急財政対策問題

緊急財政対策本部は、有識者で構成された「調査会」の最終意見を受け、「神奈川県緊急財政対策」（以下、対策）を発表し、その内容として、①県民利用施設・出先機関の見直し、②県単補助金・負担金の見直しなどを提起しましたが、現場からは疑問、批判の声が上がっています。
以前のくりえいてぃぶ（No.859号、867号）で自治労県職労は、次の①～④について指摘をしました。

上記以外についても、県民や現場から疑問、批判の声が寄せられていますので、いくつかの問題となるケースを紹介します。

■青少年センターの規模縮小に反対、機能充実を！

青少年センターは、長年、県民に広く親しまれ、親子で安心して使うことができ、子どものための芸術・文化・教育プログラムを企画者として実施する場合でも、子どもたちが自らの表現活動を舞台で行う時でも、県職員等のサポートが受けられる貴重な施設であるという評価を利用者や関係団体からされています。

また、子どもたちが楽しみながら主体的に参加できる、工夫された多彩なプログラムがあり、子どもの成長に大きな役割を果たしています。心のケアなどの専門的なケアは、利用者のかけがえのないよりどころとなっています。

さらに、優れた舞台設備を備え、「ここでしか成立しえない表現ができる」と言われる貴重な劇場であり、大型舞台を含む子どものための芸術・文化・教育・青少年サポート施設は充実させるべきという意見もあります。
学校や塾での勉強だけでは、幅広い教養を身につけることはできません。将来を担う子どもたちの「こころ」を養う芸術・文化・教育のサポート施設は、子どもたちの成長に重要な役割を果たしています。
■県立図書館、川崎図書館の機能鈍化に反対！

閲覧業務は、図書館業務の柱の一つであり、閲覧を行わないということは、廃止に等しいものです。

市町村立図書館と県立図書館、さらには国立国会図書館はそもそも機能が違いますし、「市町村図書館が充実しているから県立図書館は要らない」という主張は、大変幼稚な論理であると考えます。

「資料収集は継続し、市町村図書館を通じて県民の利用に供するからサービス低下にはならない」との主張は、図書館を利用したことのない方の発想としか思えません。
図書館は、受験勉強等で学習室を利用する、目的の本を読む（借りる）だけの場ではありません。むしろ、書架を見て回ることによって、思いもしない発見や興味が湧いてくるものです。閲覧業務の廃止は、そうした場を県民から奪うことになるのです。

県立図書館が閲覧を廃止するとすれば、川崎図書館も事実上の廃止であり、工業系の貴重な専門図書館を失ってしまうことになります。
■さがみ緑風園、中井やまゆり園の指定管理者制度導入に反対、県立県営での存続を！

さがみ緑風園は、医療ケアが必要な重度身体障害者（主に肢体不自由）の方に、安全で快適な場を提供する施設であるとともに、短期入所や生活介護などの地域支援も行っています。

また、中井やまゆり園は、強度行動障害や重度の知的障害の方々に、地域で共に暮らすことができるための支援を提供する施設です。

両施設とも、県立県営施設の役割として、専門性や広域性を発揮し、地域にとってなくてはならない重要な存在となっています。

県立県営で存続させるとともに、障害者の災害対策や障害者権利条約批准に向け、障害者施策の臨床を研究する場としても位置づけるべきです。
県労連退職手当交渉

がスタートします

○第1回幹事団交渉

12月18日（火）14時～

☆今後の交渉日程や交渉の状況は、組合のホームページにも掲載しますので、ご確認ください。

グループ保険の

加入手続きはお済みですか？
お手頃な保険料で充実した保障！

組合だからできる有利な保険

締切は12月21日（金）

※　詳しくは、組合事務所まで

「オスプレイ配備撤回！

米兵による凶悪事件糾弾！

怒りの神奈川行動」

■日　時：12月23日（日）13時30分～
　　　　　デモ行進14時20分～

■会　場：東柏が谷近隣公園前

（相鉄線「さがみの駅」下車徒歩5分）
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①人材育成支援センターの廃止検討は、雇用対策としての民活による能力開発事業の軽視！


②産業技術センターの独法化は、これまでの検討の経過（＝直営による機能充実）を無視！


③神奈川科学技術アカデミー(KAST)の補助金見直しは、｢経済のエンジン｣の放棄！？


④「いのち（生活）を守るための労働施策の後退につながる労働センターの見直し（Ｈ22年度に再編実施済）反対！

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































